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株式会社花火創造企業
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秋田県大仙市
内小友山根89番地31

TEL 0187-73-5101

安
全
で
高
品
質
な
国
産
花
火
を
打
ち
上
げ
よ
う

　
花
火
創
造
企
業
は
、大
仙
市
内
の
花
火
製
造
会
社
や

地
元
企
業
な
ど
が
出
資
し
、
大
曲
の
花
火
製
造
技
術

を
活
か
し
た
花
火
の
生
産
拠
点
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

2
0
1
5
年
4
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
社
の
設
立
の
背
景
に
は
、花
火
業
界
が
抱
え
て
い

る
深
刻
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、日
本
国
内
で
使

用
さ
れ
て
い
る
花
火
玉
の
う
ち
、技
術
力
が
必
要
な
大

型
の
花
火
玉
は
国
産
が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、汎

用
性
の
あ
る
小
型
の
花
火
玉
の
多
く
は
、中
国
な
ど
海

外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、品
質
が
安
定
し

て
い
な
い
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

す
ぐ
れ
た
品
質
の
国
産
花
火
玉
を
作
り
広
く
提
供
し
て

い
く
た
め
、大
仙
市
内
の
花
火
関
係
者
が
立
ち
上
が
っ

た
の
で
す
。

◀株式会社花火創造企業 代表取締役社長の小松忠信さん

人
々
に
夢
と
感
動
を
届
け
た
い
！

そ
し
て
元
気
で
豊
か
な
街
づ
く
り
に
貢
献
す
る

　
秋
田
県
大
仙
市
で
開
催
さ
れ
る
全
国
花
火
競
技
大
会

「
大
曲
の
花
火
」。全
国
か
ら
集
ま
っ
た
花
火
師
が
華
麗
な

花
火
を
披
露
し
、県
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
観
客
を
魅

了
し
て
や
ま
な
い
日
本
屈
指
の
花
火
競
技
大
会
で
す
。

　「
1
0
0
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
大
曲
の
花
火
で
地
域

を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
」と
株
式
会
社
花
火
創
造
企
業

の
小
松
社
長
。
会
社
の
経
営
理
念
は「
大
曲
の
花
火
文
化

を
通
し
て
、人
々
に
感
動
を
届
け
る
と
と
も
に
、日
本
の

花
火
文
化
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、地
域
社
会
と
協
調
に
よ

る
元
気
で
豊
か
な
街
づ
く
り
へ
の
貢
献
」。
今
回
は
、大

曲
の
花
火
に
情
熱
を
注
ぐ
企
業
の
社
員
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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花
火
に
育
て
ら
れ
、花
火
を
育
て
て
き
た
大
曲

　
大
曲
の
花
火
の
歴
史
は
大
仙
市
大
曲
地
区
に
あ
る
諏

訪
神
社
祭
典
の
余
興
花
火
と
し
て
、1
9
1
0
年（
明

治
43
年
）に
開
催
さ
れ
た「
奥
羽
六
県
煙
火
共
進
会
」が

始
ま
り
と
さ
れ
、戦
後
、「
全
国
花
火
競
技
大
会
」に
な

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
組
み
合
わ
せ

て
魅
せ
る
創
造
花
火
な
ど
全
国
か
ら
選
ば
れ
た
花
火
師

が
技
術
と
芸
術
性
を
競
う
全
国
屈
指
の
競
技
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
大
曲
地
区
で
は
、結
婚
式
や
入
学
式
に
は
花
火
を
打

ち
上
げ
、地
域
み
ん
な
で
祝
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら

花
火
に
親
し
み
花
火
を
大
切
に
し
て
き
た
大
曲
の
人
々
。

花
火
の
生
産
拠
点
づ
く
り
に
対
し
て
も
、地
域
皆
さ
ん

の
あ
た
た
か
な
理
解
の
も
と
進
ん
で
い
ま
す
。

「
花
火
産
業
構
想
」の
核
と
な
る
企
業
と
し
て

　
大
仙
市
で
は
、少
子
高
齢
化
や
若
者
の
県
外
流
出
に

よ
る
人
口
減
少
な
ど
、地
域
経
済
や
雇
用
情
勢
が
厳
し

い
状
況
に
あ
る
中
、大
仙
市
が
誇
る
全
国
花
火
競
技
大

会「
大
曲
の
花
火
」が
有
す
る
ブ
ラ
ン
ド
力
を
最
大
限

活
か
し
、製
造
業
や
観
光
、商
業
、文
化
、教
育
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
ま
た
が
る
発
展
軸
を
形
成
し
な
が
ら
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
新
た
な
試
み
と
し
て「
大
仙

市
花
火
産
業
構
想
」を
策
定
し
、2
0
1
4
年
3
月
に

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
花
火
創
造
企
業
」は
こ
の
構

想
の
核
と
な
る「
新
た
な
花
火
の
生
産
拠
点
」と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
伝
統
を
継
承
し
、次
代
を
担
う
」。
そ
れ
が
同
社
へ

課
せ
ら
れ
た
大
き
な
役
割
と
も
い
え
ま
す
。

▲�2017年4月に開催される「国際花火シンポジウ
ム第16回大会」の開催地に大仙市が決まりました

▶�夏の「全国花火競技会」以外にも毎月花火が打ち上がります
（ポスターは2016年の年間スケジュール）

▲�大曲の夜を彩る花火 
（写真提供：大曲商工会議所）

▲�雄物川を眺めながら対岸で打ちあ
がる花火を観覧する人々

　（写真提供：大曲商工会議所）

▲�さまざまな形の花火を組み合わせて
魅せる創造花火

　（写真提供：大曲商工会議所）
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海
外
産
に
勝
ち
、業
界
の
発
展
に
役
立
ち
た
い

　
2
0
1
7
年
春
に
本
格
稼
働
を
目
指
す
花
火
創
造
企
業
の

花
火
工
場
。こ
こ
で
手
掛
け
る
の
は
全
国
的
に
需
要
が
あ
る「
ス

タ
ー
マ
イ
ン
」な
ど
に
使
わ
れ
る
4
号
玉
以
下
の
小
型
の
花
火

玉
で
す
。
地
元
の
花
火
業
者
が
得
意
と
す
る
高
度
な
技
量
と
付

加
価
値
の
高
い
5
号
玉
以
上
の
花
火
玉
の
製
造
と
す
み
分
け
を

図
り
ま
す
。
現
在
、 

4
号
玉
以
下
の
小
型
の
花
火
玉
は
中
国
な

ど
海
外
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、品
質
が
低
く
、欲
し
い
と
き
に

欲
し
い
数
量
が
手
に
入
ら
な
い
な
ど
が
悩
み
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
品
質
と
コ
ス
ト
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、広
く
供
給
で
き

る
態
勢
を
築
く
こ
と
で
海
外
産
と
の
競
争
に
勝
て
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
」と
小
松
さ
ん
。
そ
し
て
、「
そ
の
結
果
、花
火
業

者
が
大
玉
の
開
発
に
も
っ
と
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
、花
火
業

界
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
」と
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

社
員
全
員
、大
曲
の
花
火
が
大
好
き
！

　
輸
入
花
火
を「
大
曲
産
の
国
産
花
火
に
置
き
換
え
る
」

を
目
標
に
、同
社
の
社
員
は
地
元
の
花
火
製
造
会
社
へ

研
修
に
行
き
、製
造
・
安
全
性
の
技
術
習
得
に
励
ん
で

い
ま
す
。「
危
険
物
で
あ
る
火
薬
類
を
扱
う
た
め
に
一

番
重
要
な
こ
と
は
、基
本
的
な
製
造
手
順
を
守
り
続
け

る
こ
と
で
す
。
そ
の
基
本
の
習
得
に
は
、経
験
の
積
み

重
ね
が
必
須
で
す
」と
小
松
さ
ん
。

　「
社
員
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、み
ん
な『
花
火
大
好

き
人
間
』な
ん
で
す
。
全
員
が
大
曲
の
花
火
を
盛
り
上

げ
た
い
と
の
強
い
信
念
を
持
っ
て
、花
火
以
上
の
熱
い

情
熱
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」と
小
松
さ
ん
は
笑
顔
を

見
せ
ま
す
。

▲�全国的に需要がある4号玉（約12センチ）以下の花火玉▲�さまざまな種類の火薬と炎色剤などを混合する配合作業▲研修先で製造・安全性の技術を習得している花火創造企業の社員のみなさん

▲�星（火薬の粒）を丸く大きくする星掛作業▲�花火を丁寧に組み立てる作業
◀�花火大会運営のサポートをする様子
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高
い
評
価
を
背
景
に
、目
指
す
は
世
界
進
出

　
2
0
1
7
年
4
月
に「
第
16
回
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」が
大
仙
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
世
界
各
国
の
花
火
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、研
究
成
果

の
発
表
や
取
引
商
談
が
行
わ
れ
る
国
際
会
議
で
、日
本
で

の
開
催
は
2
回
目
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
に
は
国
内
の
花

火
業
者
と
世
界
の
花
火
業
者
が
共
演
す
る
花
火
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
日
本
の
花
火
は
、品
質
の
高
さ
か
ら
海
外
の
花
火
大
会

で
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、世
界
各
国
の
花
火
業
者
か

ら
取
引
商
談
が
あ
り
ま
す
。「
今
後
は
国
産
花
火
玉
を
輸

出
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し
、海
外
へ
日
本
の
花
火
玉
を

売
り
込
み
た
い
。
近
い
将
来
、世
界
の
夜
空
を
大
曲
の
花

火
で
彩
り
、『
花
火
創
造
企
業
』の
名
前
を
広
め
て
い
き
た

い
」と
小
松
社
長
は
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大曲の花火 イベント情報
10月・11月・12月 イベント日程

国際花火シンポジウム

花火大会の情報はこちらから

▲代表取締役社長の小松さんと社員のみなさん

10/8㈯
大曲の花火 秋の章（3,000発打ち上げ予定）
場所：飯田沼つり公園西側　  0187-62-1262（大曲商工会議所）

10/9㈰
第7回四ッ屋まつり（500発打ち上げ予定）
場所：大仙市四ツ屋公民館　  0187-66-1500

11/3㈭
第10回全日本残月花火選手権大会
場所：大仙市北楢岡地区の田地　  0187-62-0883

12/23㈮
大仙南部地区イルミネーション花火（800発打ち上げ予定）
場所：大仙市角間川町川港親水公園　  0187-62-1262

※�開催日時・場所・打ち上げ予定数などは変更される場合がご
ざいます。お問い合わせ先にご確認の上、お出かけください。

　NPO法人大曲花火倶楽部　　　  0187-62-6887

世界の花火と日本の花火の共演を
ぜひご堪能ください。
（一般公開日）
・4月25日㈫ 約7,000発
・4月27日㈭ 約7,000発
・4月28日㈮ 約7,000発
・4月29日㈯ 約12,000発
事務局　  0187-73-5781

＜大曲の花火 全国花火競技大会＞
http：//www.oomagari-hanabi.com/index.html

大曲商工会議所　  0187-62-1262

とうほく元気レポートH2809_五[01-08] .indd   7-8 2016/09/23   10:39:17


